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平成 26年度　事業経過報告

東京都支部執行委員長　根　本　勝　義

会員の皆様方、新年おめでとうございます。
皆様方におかれましては、ご自宅でご家族お揃いで新年を迎えられました方、又、友人

や知人の方達と初詣や各地の新年イベントに出かけられました方等、思い思いに新しい年
をお迎えになられました事とお慶び申し上げます。昨年は、災害の多い年でありました。
冬には各地で大雪害に見舞われ、夏から秋にかけては、大雨による広島の土砂崩れや御嶽
山の噴火、そして白馬村を中心とした長野県北部地震と、まさに災害の連鎖年になってし
まいました。犠牲になられました方々に対しまして改めてご冥福をお祈り申し上げます。

そんな中で、年末には衆議院議員選挙が実施され自公連立政権の継続となりましたが、
安倍新政権が現在我が国が抱えている課題である災害に対する問題、原発再稼動の問題、
外交安全保障の問題や経済再建の問題等に対して国民の生活に重点をおいた。そして日本
の国益に沿った観点から、より良い対策を講じて頂けるよう望むと共に、私達、医療従事
者の生活の基盤である国の社会保障費がどのように推移して行くのか注視して行きたいも
のです。

さて、平成 �6 年度の東京都支部事業も３分の２を経過致しましたが、これまでに会員
の皆様方が臨床の現場で役立つ学術事業として「高次脳機能障害」、「スポーツ現場におけ
るクリニカルストレッチの理論と実際」、「マッサージが生体に及ぼす影響」等の研修会を
実施させて頂きました。

又、平成 �6 年 11 月９日（日）に第４回関東甲信越理学療法学会が、「地域で支えるリ
ハビリテーション」〜医療・介護・福祉との連携〜を学会テーマに、長野県佐久勤労者福
祉センターにおいて盛大に開催されましたが、東京都支部から学会演題の協力及び多数の
参加者の協力をいたしました。演題発表者並びに学会参加者の皆様方にお礼を申し上げま
す。尚、イブニングセミナーとして「手技療法ワンポイントレッスン」、及び「介護保険
に関するデスカッション」と親睦会をセットにした企画を実施し、会員の臨床技術向上と
人的交流の充実を図りました。組織事業としては、インターネットによる研修会案内等の
ＰＲ事業を実施すると共に、盲学校、養成校に向けて全病理の活動を紹介するポスターを
作成し発送致しました。

更に、執行部と会員及び会員相互の情報伝播の場としての、支部会報１号・２号・３号
を発行させて頂きました。年度末迄、僅かとなりましたが、今後、診療報酬、介護報酬情
報収集に取り組んで行くと共に、平成 �7 年１月 �5 日（日）には「腰痛疾患について」を
テーマとした伝達講習会を開催し、講習会終了後には会員の皆様方の親睦を図るための支
部新年会を予定しております。会員の皆様方のご参加をお待ちしております。東京都支部
では、これからも会員の皆様方に役立つ事業の推進に努めて参りますので、ご支援ご協力
の程をお願い申し上げます。



京成青砥駅

京成青砥駅から
立石方面へ徒歩5分です。

不動産屋
慶成学院

ビジネスホテルアカイ

有料駐輪場

国際鍼灸専門学校

青
戸
サ
ン
ロ
ード

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
通
り

セントラル
フィットネスクラブ

かつしか
シンフォニーヒルズ

お 知 ら せ

− � − − � −

＜平成27年１月の研修会　伝達講習会＞　課題講習５単位
　日　時：平成�7年１月�5日（日曜日）1�時�0分〜
　テーマ：「腰部疾患の評価と治療〜評価と実技〜」
　講　師（伝達者）：松本秀行先生　関野病院リハビリテーション科
　会　場：かつしかシンフォニーヒルズ　５階　レインボー

＜平成27年４月の研修会＞　予定
　日　時：平成�7年４月19日（日曜日）1�時�0分〜15時
　テーマ：未定
　講　師：未定
　会　場：かつしかシンフォニーヒルズ　５階　レインボー
　※ 15時からは支部定期総会です。

学術部研修会のお知らせ
学術部長　杵　鞭　勝　彦

新年会のお知らせ
厚生部長　内　田　四　郎

　会員の皆様方にはご健勝にてご活躍のこととお慶び申し上げます。
　厚生部では毎年恒例の新年会を計画致しました。一人でも多くの皆様のご参加をお願い
致します。

日　時：平成�7年１月�5日（日）午後５時〜
会　場：「ヒルズレストラン」

かつしかシンフォニーヒルズ別館３Ｆ
葛飾区立石６丁目��−1

☎ ０３（５６５４）１９５０
会　費：４, ０００円（会場にて申し受けます。）

（支部会より補助があります。）
申し込み先：内田四郎（自宅）

☎ ０３（３６４６）７０４０
※申し込みは１月15日迄にお願いします。
　以後の変更は出来ません。

【ご案内図】

新入会員の参加大歓迎！！
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平成 26年度　第３回執行委員会　議事録（抄）

日　時：平成�6年1�月1�日（日曜日）
　　　　午後１時�0分〜午後４時�0分
場　所：かつしかシンフォニーヒルズ
　　　　２Ｆメヌエットにて
出席者：執行委員長＝根本
　　　　副執行委員長＝杉浦、譲矢
　　　　執行委員＝石田、小瀬、内田、
　　　　　　　　　寺島、本田、高野、
　　　　　　　　　杵鞭、柴田、川崎、
　　　　　　　　　大島、土屋、鈴木（光）
　　　　検査役＝田口、鈴木（忠）
＜議　事＞
○定足数の確認
○執行委員長のあいさつ
１．各部ならびに委員会の報告
　　 各部の部長、委員長より、７月の理事

会以降の活動報告があった。

２．26年度の今後の事業執行について
　　 各部の部長より、今年度の今後の事業

執行について、報告があった。
３．27年度の事業計画について
　　 各部の部長より、�7年度の事業計画の

報告があった。詳細については、次
回、来年４月1�日の執行委員会で決定
する。

４．来年の定時代議員総会への対応、
　　27年度協会事業への要望について
　　 定時代議員総会、協会事業への要望に

ついて討議した。要望については、
「技能認定制度の認定単位を、３回目
の更新から、５年で�0単位としたこと
の影響について、本部の見解を問う」
とする予定。

以上文責　杉浦

（敬称略）（平成�6年８月１日〜平成�6年11月�0日）

◎入　会
　なし

◎退　会
　松田　誠
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運動療法機能訓練技能講習会について

実行委員長　譲　矢　正　二

平成�6年度の技能講習会は神奈川県支部単独で開催されております。
期間は、９月1�日（開講）から平成�7年１月1�日（閉講）。受講者は��名、東京都支部

より１名が参加されております。２月の認定試験に向け大詰めです。
＜お問い合わせの講習会事務局＞
　〒���−01�1　厚木市七沢1�0�
　　　　　　　　七沢リハビリテーション病院　脳血管センター　理学療法科

小堺文明先生　　　　
電話：090-�716-5�85／FAX：0�6�-9�-16��／E-mail：zbrk-kanagawa@nifty.com

平成 27年度協会事業、支部活動への要望募集

東京都支部事務局長　杉　浦　幹　雄

平成�7年度協会事業、支部活動への要望を募集します。支部会員で要望事項をお考えの
方は、下記の支部事務局へ封書またはメールで送ってください。提案内容は、代議員総会
への提案等の対応を支部役員会で検討します。提出期限は、１月末日までです。
＜ 郵 送 先 ＞　〒17�−00��　板橋区大谷口上町�0−1　日本大学板橋病院リハビリ科

杉　浦　幹　雄　　
＜Ｅメール＞　ICG1�776＠nifty.com
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＜庶務部＞　　　　部長　杉　浦　幹　雄
　７月以後の庶務部の活動をご報告します。
庶務部の主な活動としては、
① 協会本部、地方会、東京都などとの文書

の授受、その処理
② 支部公文書の作成、各部発送文書の住所

タックシールの作成
③ 執行委員会、三役会など諸会議の開催準備
④ 認定更新制度の登録更新者の申請受付、

認定課題講習会の開催準備
⑤会計部の会費徴収作業への協力
⑥学術部、研修会の会場確保、案内発送
⑦協会事業への要望取りまとめ
などをおこないました。

今後は、３月に支部集会のご案内を出し
ますので、支部会員皆様の参加をお願いし
ます。支部集会は４月 19 日を予定してい
ます。
＜渉外部＞　　　　部長　高　野　和　男

平成�6年８月から1�月までの渉外部活
動について報告します。まず、継続してい
る作業として、ホームページの更新及びE
メールによる問い合わせへの対応、会報電
子版の配布を行っています。つぎに、盲学
校や専門学校などへの配布予定の『東京都
支部ポスター』の制作を組織部と共同で行
いました。

つぎに連盟関連活動として、11月６日、
参議院議員武見氏の勉強会に参加をいたし
ました。また、1�月1�日の衆議院選挙で
は、1�月４日に自民党土屋正忠候補者に対
し選挙事務所にて協会推薦状を手渡し、支
援活動を行いました。

今後とも渉外活動への理解とご協力をお
願いいたします。

＜組織部＞　　　　部長　本　田　善　浩
これまでの活動をお知らせします。
平成�6年11月�9日に、会員相互の交流

会を学術・保険部と合同のイブニングセミ
ナーの中で開催しました。

平成�6年11月に各養成校・盲学校等に対
して入会勧誘ポスターの作成と、発送作業
を渉外部と合同で行いました。

組織部会の開催は必要に応じて適宜開催
しています。

＜会計部＞　　　　部長　小　瀬　洋　平
会員の皆様には、新しい年を迎えてご健

勝とご多幸をお祈り申し上げます。
毎年会費徴収にご理解とご協力を願って

おります。本年度は現在1�名の方が未納と
なっており、この方には２回目のお願いを
したところです。

既に本部よりお知らせがありました通り、 
平成�7年度以降の会費徴収は協会本部で行
うことになりました。今まで大変お世話に
なりました。
＜保険部＞　　　　部長　寺　島　政　博

11月�9日のイブニングセミナーに向けて
対応を話し合うべく、部会を11月16日に行
いました。

イブニングセミナーでは、保険部から 
川崎・土屋・藤井の３名の部員がパネラー
となり、持ち時間の90分で、それぞれの報
告をしました。

川崎さんは特別養護老人ホームの組織に
ついてユニットの考え方や、現況・問題点
を話されました。更に機能訓練指導員の今
後の課題等や、医療関係者には未知の分野
のお話で興味深いテーマでした。

続いて土屋さんのお話は、勤務先でも
ある鶴川サナトリウム病院の概容からその
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特異性でもある認知症病棟、入院期間の制
限のほとんどない難病病棟等についての紹
介、更にリハビリ施行での苦労や課題等の
やや衝撃的な内容でした。

最後に藤井さんはお母様のホスピス入院
での体験談を詳細な記録に基づいて各医療
行為からお母様の日々の変化まで、正にリ
アルなお話をしてくれました。

それぞれ３名の異なった話は、参加者の
興味と好評を得たようです。

今後の事業計画としましては、平成�7年
４月改訂の介護報酬の情報を収集し、

４月に開かれる支部総会で報告したいと
思います。

＜学術部＞　　　　部長　杵　鞭　勝　彦
○７月の研修会

山下貴士先生（アスレチックトレーナー
鍼灸師）をお迎えし、「クリニカル スト
レッチの理論と実際」のテーマで開催いた
しました。

ストレッチと言うものを軟部組織や関節
それに筋の走行等を考え、無理なくかつ有
効な方法を、実技を交えながらご講演を頂
きました。
○10月の研修会

マッサージが生体におよぼす影響と言う
テーマで当協会埼玉県支部の菅澤威仁先生
にご講演を頂いた。先生には日頃、大学で
の研究発表や数多くの文献紹介から、マッ
サージの効果を科学的根拠に基づいたご講
演でした。我々にとってとても興味深く、
有意義な研修会でした。

○11月のイブニングセミナー
11月�9日（土）の午後３時�0分より８時

まで東京都障碍者福祉会館にて保険部、組
織部、学術部合同にて開催されました。

内容は、職場紹介、介護報酬、がん患者
の治療経過、手技療法ワンポイントレッス
ンとして、杵鞭、棚町、譲矢の３題は実技
を含めた講義。また、会員同士の活動交流
として会員の川崎一幸先生による古典落語
を楽しみ、親睦を深めることができ盛りだ
くさんのセミナーでした。

※これからも皆さんのご期待に応える研
修会を目指していきますので、多数のご参
加を心よりお待ちしております。

＜広報・出版部＞　　部長　冨　澤　博　一
新年を迎え、皆様の益々のご活躍をお祈

り申し上げます。日頃より広報出版部の活
動にご理解とご協力を賜り、感謝申し上げ
ます。

さて、８月以降の活動報告並びに今後の
活動をご報告いたします。

これまでの活動報告では、９月に支部会
報第２号を発行致しました。また、この会
報を支部ホームページに掲載する目的で、
渉外部長の高野先生にＰＤＦ版を配信いた
しました。

今後の活動としては、この１月に本紙
面の支部会報第３号を発行致しました。 
また、この会報第３号もＰＤＦ版を支部
ホームページに掲載する予定です。

広報出版部では、平素よりご意見とご寄
稿をお願いしています。

今後ともよろしくお願い致します。




